
議会からのたより
第61号

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

４
２
０
万
円
新
規

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
11
月
８
日
開
催

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
の

今
後
の
見
込
み

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等

第
８
回
定
例
会

　
12
月
13
日
か
ら
12
月
16
日
の
４
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
２

件
、
議
案
７
件
、
補
正
予
算
６
件
、

意
見
案
１
件
、
発
議
３
件
の
合
計
19

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は
、

白
幡
議
員
、
山
下
議
員
の
２
名
が
行

い
、
会
期
を
３
日
残
し
閉
会
し
ま
し

た
。

行
政
報
告

◆
千
葉
光
悦
氏
の
旭
日
双
光
章
受
章

◆
令
和
６
年
度
第
一
次
産
業
の
生
産

状
況

◆
令
和
６
年
度
工
事
等
の
発
注
状
況

審
議
事
項

◆
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

円
滑
な
議
会
運
営
を

　
令
和
６
年
第
７
回
遠
別
町
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
推
挙
に

よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
町
議
会
の
副
議
長
と
い
う
大
任
を

拝
し
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
責
任
は
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
森
議
長
を
支
え
公
正
か
つ
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
な
る
よ
う
及
ば
ず

な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
副
議
長
に
白
幡
氏
が
決
定

　
11
月
８
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
遠
別
町
議
会
副
議
長
選

挙
を
行
っ
た
の
ち
、
報
告
２
件
、
同

意
１
件
、
議
案
１
件
、
補
正
予
算
４

件
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し

閉
会
し
ま
し
た
。

副
議
長
選
挙
（
投
票
総
数
７
票
）

　
　
　
　
白　
幡　
広　
喜　
５
票

　
　
　
　
山　
下　
　
　
悟　
１
票

白　
票　
　
　
１
票

報　
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
６
年
度

遠
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
））

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
６
年
度

遠
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
））

同　
意

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・
小
田
中　

紀
仁
氏
（
本
町
６
）
の

任
命
に
同
意
し
た
。

第
７
回
臨
時
会
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議会からのたより
第61号

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に

係
る
接
続
回
線
構
築
負
担
金　
　
　
　

８
３
万
６
千
円
新
規

◆
戸
籍
情
報
・
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

文
末
認
印
登
録
業
務
委
託
料　
　
　
　

１
３
万
２
千
円
新
規

◆
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
費
補

助
金　
　
　
　

１
，
８
３
４
万
８
千
円
新
規

◆
畑
地
化
促
進
事
業
費
補
助
金　
　
　
　

９
４
９
万
円
新
規

意
見
案

◆
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

白
幡
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
12
月
13
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

報　
告

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
内
所
管

事
務
調
査
報
告

審
議
事
項

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
野
村　

裕
二
氏
（
本
町
６
）
の
推

薦
◆
訴
え
の
提
起

・
寄
付
を
受
け
所
有
し
た
土
地
に
対

す
る
根
抵
当
権
設
定
登
記
及
び
所

有
権
移
転
請
求
権
仮
登
記
の
抹
消

登
記
を
求
め
る
訴
え
の
提
起

◆
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

◆
遠
別
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

発　
議

◆
遠
別
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正

◆
遠
別
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
12
月
13
日
開
催

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
及
び
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は３月 10日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200ポイントが付与されます。
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議会からのたより
第61号

第  

８  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

白幡議員　 問 ほたて幼生採苗不振に対する町の対応は。

國部町長　 答 国や道の動向を踏まえ支援を検討していく。

ほ
た
て
は
北
海
道
三
大
魚
種

の
一
つ
だ
が
、
近
年
の
海
水

温
上
昇
に
よ
る
養
殖
業
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
道
内
最
大
の
ほ

た
て
稚
貝
生
産
拠
点
で
あ
る
留
萌
管

内
の
４
単
協
の
う
ち
、
遠
別
漁
業
協

同
組
合
に
お
い
て
も
全
体
の
約
24
％

の
稚
貝
生
産
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

ほ
た
て
幼
生
採
取
減
に
よ
り
来
年
度

の
稚
貝
出
荷
数
量
が
大
幅
に
減
少
す

る
こ
と
が
確
定
的
で
あ
る
。
全
道
規

模
で
の
海
水
温
の
上
昇
等
に
よ
り
採

苗
不
振
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ほ
た
て

漁
業
者
に
と
っ
て
は
災
害
と
同
じ
で

あ
り
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
ほ
た

て
養
殖
業
は
本
町
漁
業
の
主
要
業
種

で
あ
り
、
安
定
的
に
幼
生
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
個
々
に
お

い
て
採
苗
の
課
題
対
策
を
行
っ
て
い

る
が
、
原
因
究
明
に
至
っ
て
い
な
い

現
時
点
に
お
い
て
は
、
採
苗
器
の
投

入
連
数
を
多
く
垂
下
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
大
変
な
設
備
投
資
と
な
り
、
経
営

を
圧
迫
し
か
ね
な
い
。
町
と
し
て
こ

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
何

か
対
応
策
を
考
え
て
い
る
の
か
町
長

に
伺
う
。

全
道
的
に
も
海
水
温
の
上
昇

等
に
よ
る
海
洋
変
化
に
よ

り
、
漁
業
全
般
の
様
々
な
影
響
が
報

道
さ
れ
て
い
る
中
、
ほ
た
て
養
殖
業

は
本
町
の
主
要
産
業
で
あ
り
、
ほ
た

て
幼
生
減
少
に
つ
い
て
は
本
町
に
お

い
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
自
然
現
象

に
伴
う
災
害
と
同
様
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
遠
別
漁
業
協
同
組
合
か
ら
は
、

今
後
の
漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
漁
業
者
に
対
す

る
支
援
要
望
も
あ
っ
た
。
町
と
し
て

も
第
一
次
産
業
は
主
要
産
業
で
漁
業

振
興
は
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い

る
。
国
や
道
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

た
だ
い
ま
町
長
の
ほ
う
か
ら

漁
業
振
興
は
重
要
な
施
策
と

考
え
て
お
り
、
国
や
道
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
漁
業
協
同
組
合
か
ら
漁
業
者
に

対
す
る
支
援
要
望
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
具
体
的
に
町
と
し
て
漁
業
者
に

向
け
ど
の
よ
う
な
振
興
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
採
苗
支
援
の
状

況
は
、
国
、
道
含
め
て
要
因

の
分
析
や
対
応
策
の
研
究
が
進
ん
で

い
る
と
は
聞
い
て
い
る
が
、
採
苗
の

安
定
化
が
理
想
で
あ
る
。
議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
原
因
の
解
明
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
う
。
そ
の
中

で
、
北
海
道
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
で
は
、
漁
業
関
係
団
体
の
要
望

を
踏
ま
え
て
、
海
洋
変
化
に
対
し
て

の
減
収
で
事
業
経
営
の
維
持
継
続
対

策
に
対
し
て
、
海
洋
変
化
対
策
資
金

と
い
う
も
の
が
新
設
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
環
境
に

伴
う
漁
業
被
害
に
よ
り
ま
と
ま
っ
た

被
害
が
確
認
さ
れ
た
地
区
で
水
揚
げ

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
漁
業
者
が
対

象
と
い
う
融
資
資
金
と
聞
い
て
い

る
。
遠
別
漁
業
協
同
組
合
か
ら
も
、

こ
の
資
金
の
活
用
に
対
す
る
利
子
補

給
の
支
援
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
漁
業
者
の
安
定
経
営
は
町
内

経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
町
と
し
て
も
国
や

道
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
利
子
補

給
な
ど
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

答

答 問
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議会からのたより
第61号 山下議員　 問 ベトナム人の国際交流員を導入し共生の推進を図る考えは。

國部町長　 答 地域おこし協力隊などの人員を採用しサポートを図りたい。

本
町
で
は
外
国
人
技
能
実
習

生
の
受
け
入
れ
が
増
加
し
て

お
り
、
地
域
の
労
働
力
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
11
月
末

現
在
で
外
国
人
の
住
民
登
録
者
は

１
０
３
名
で
、
そ
の
う
ち
ベ
ト
ナ
ム

人
が
76
名
で
あ
る
。
技
能
実
習
生
の

生
活
支
援
は
雇
用
主
の
責
任
で
行
っ

て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
支

障
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
傷
病
に
よ
る
通
院
時
や
些
細
な

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
言
葉
の
壁
に
よ
り

お
互
い
の
思
い
が
正
し
く
通
じ
な
い

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
町
内
会
の
行
事
に
も
参
加

し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
の
触
れ
合

い
も
雇
用
主
の
協
力
の
も
と
積
極
的

に
交
流
し
て
い
る
が
、
技
能
実
習
生

の
増
加
に
よ
り
雇
用
主
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
改
善
す
る
た
め
、
外
国
人
技
能
実

習
生
の
大
半
で
あ
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人

の
国
際
交
流
員
を
導
入
し
、
地
域
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
生
活
指
導
や
地

域
住
民
、
異
文
化
交
流
な
ど
を
通
じ

た
共
生
の
推
進
を
図
る
考
え
は
な
い

か
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

本
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
の
影
響
に
よ
り
人
口
減
少

が
進
む
中
、
近
年
は
多
く
の
外
国
人

技
能
実
習
生
が
第
一
次
産
業
や
建
設

業
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
２
年

に
遠
別
町
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
日
本
語
教
室
の
開
催
を
主

体
と
す
る
取
組
み
が
現
在
ま
で
継
続

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
町
内
会
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
住

民
と
交
流
さ
れ
て
お
り
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
生
活
習
慣
の
違
い
や
、
言

葉
の
壁
に
よ
る
様
々
な
不
安
が
潜
在

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ご

質
問
の
と
お
り
、
こ
う
し
た
不
安
材

料
を
少
し
で
も
緩
和
し
、
雇
用
主
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は

一
つ
の
手
法
と
し
て
外
国
人
技
能
実

習
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
主
と
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再　
質　
問

国
際
交
流
員
で
は
な
く
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
と
い

う
こ
と
で
、
国
際
交
流
員
で
は
な
い

意
図
が
あ
れ
ば
伺
う
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用

し
て
の
国
際
交
流
員
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
う
が
、

そ
れ
も
含
め
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
幅
広
く
考
え
て
い
る
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
交
付
税
措
置
も
考
え
ら
れ

る
た
め
会
計
的
に
は
有
利
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
人
の
国
際
交
流
員
と
い
う
部
分
で

も
、
か
な
り
少
な
い
と
い
う
ふ
う
に

も
聞
い
て
い
る
た
め
、
様
々
な
手
法

を
検
討
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

例
え
ば
求
人
サ
イ
ト
で
ベ
ト
ナ
ム

人
の
技
能
実
習
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
検

索
す
る
と
５
０
０
件
以
上
の
求
人
が

ヒ
ッ
ト
さ
れ
、
な
か
な
か
求
人
と
し

て
も
多
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

も
含
め
て
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と

い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
手
法
を
検

討
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問答
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議会からのたより
第61号

総務産業常任委員会　道内所管事務調査
（比布町、中頓別町、猿払村）

令和６年10月 30日から 31日にかけて総務産業常任委員会道内所管事務調査が行われ、
山本委員長ほか委員６名、随行職員１名、派遣職員２名の１0名が出席。

　比布町の空き家の現状として、第２期の空き
家計画を進めており、令和３年８月時点で空き
家と推定される建物が221件でその内19 件が
危険空き家と推定され、緊急的な対処が必要
な空き家は調査時点ではなかった。空き地と推
計される土地は１０８件である。第１期計画では
空き家と推定される建物が57件であり５年で
約４倍になっている。
　現地調査の他に町住生活基本計画策定時に
町民アンケートを実施し、持ち家の約 70％が
築 20 年以上で、その内家族構成１人が23.7％
であり、持ち家の約10％が他の住宅に住み替
えたいとの結果であった。その結果を受け、啓
発活動として固定資産税の納税通知書にチラシ
を同封、町広報誌に記事の掲載、高齢者大学
で司法書士による講義などを行っている。また、
今年は町と旭川の司法書士会、宅建協会旭川
支部との共催と、当麻町との合同での空き家無
料相談会を実施し、相談件数は合わせて10 件
であった。その他、住宅リフォーム支援事業と
して、町内に戸建て住宅を所有する町民と比布
町に移住し町内の空き家を購入する方を対象
に、築30年以上の戸建て住宅と費用が100万
円を超える改築・改修工事に町内事業者施工の
場合50万円、町外事業者の場合30万円の補
助を令和４年から実施し、今年の実績は15件
で500万円である。また、宅建協会旭川支部
に登録している不動産業者が取扱っている物件
を購入し、比布町に移住された方に仲介手数料
５万円を上限に補助している。
　特定空き家は、外観目視と職員による立入調

査を行い、所有者が分かる場合は行政代執行で、
所有者が分からない場合は略式代執行になる。
　特定空き家の認定には空き家等対策協議会
の設置が必須であり、司法書士、宅建協会、
建設協会、総合振興審査会、地区の振興会で
構成している。特定空き家には５件認定し、う
ち略式代執行を２件行っている。２件とも子ど
もの通学路であり、所有者が亡くなり相続者全
員が相続放棄をし所有者不確知と判断した。１
件は、令和２年11月特定空き家に認定。令和
３年２月に略式代執行を実施。相続財産管理人
を選定して相続代理人により令和５年９月に財
産の処分を完了。略式代執行代金319万円のう
ち108万６千円の補助があり、土地の売買によ
る配当が町に40万円で、固定資産税の滞納分
16万を差し引いた額を代執行費用として回収し
た。もう１件は、歩道側に屋根からの落雪があ
り、歩行者の安全が確保できないとの事で令和
４年３月に特定空き家に認定し、令和４年１２月
に略式代執行を行った。

①空き家対策について～代執行に至るまで～（比布町）

〈次ページへ続く〉
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　中頓別町は、ピンネシリ岳を中心とした山々
に囲まれた盆地にあり、酪農が主な産業で、令
和６年９月末の人口は1,484人である。
　町内には、養護老人ホーム（30床）と特別
養護老人ホーム（50床）があり、昨年度まで
社会福祉法人が運営をしていたが、令和６年４
月から町に移管し、移管時に養護老人ホームの
定員を55床から30床にしている。また、令和
５年度からディサービスと訪問介護を社会福祉
法人の運営を町営にしている。
　看護師は派遣の看護師が退職し現在は、特
養と養護各１名の体制である。勤務時間外はオ
ンコール体制で待機となっている。
　特養の介護士は19名で15名が介護福祉士
の有資格者で、その内４名が東川町の北工学園
を卒業した外国人である。特養の基準では介護
士は16.6人必要であり基準人数プラスアルファ
での調整を行っている。４月段階で18.7人であっ
たが、１月末までに２名の退職予定者がいるた
め、16.7人となり職員が休みも取れない状況と
なる。また、職員が急にやめた場合に基準人数
不足になり監査対象となるため、早急の補充を
考えている。
　養護老人ホームは９名中８名が介護福祉士の
有資格者で、ディサービスは５名中４名が有資
格者、訪問介護は３名中３名が有資格者である。
介護福祉経営士の有資格者はいない。法人経
営から町営になった時の離職者は８名で町内在
住者は６名である。経費増嵩を防ぐための対策
として、コストの軽減を職員全員に周知し、オ
ムツの交換時期や消耗品の購入単価の精査等
を行っている。収入に関しては満床を目標とし、
予算も満床で計上している。特養は平均42.3人
で前年対比は増加しており、養護老人ホームは
明日には満床となるが、介護度により収入単価
の違いがある。平均介護度は特養3.3、養護1.1

となっている。経験ある職員が経験を活かして
収益の増大を図っている。

　特養の入所者は８割が町内で２割程度が
町外であり、町外からの入所者はその町で対
応困難な方が多いと分析しているが、基本的
には困難者の受入れも差別なく受け入れている。
しかし、困難者が増加すると職員も対応困難に
なってくるため、精査しながら対応している。
　北工学園に加盟している町村は３６市町村で、
生徒は１９名となっており、外国人介護士の取り
合いとなっている。外国人が増え過ぎても課題
があるが、入所者に優しく接してくれ、人材不
足と職員に刺激を与える効果もある。
　資格取得に対して、昨年までは法人に対し資
格取得助成を行っており、町営になってからは
資格によって補助金があるが、１０年間勤続の
条件があり申請者は少ない状況である。
　町に移管して継続して働く職員の給料は、法
人時の給料を保障した給料表に当てはめ、更に
１号俸上げている。
　特養は、当初予算では一般会計からの繰
入はなかったが、３千７百万円の繰入れ補
正をしている。養護老人ホームは当初予算で
５千９百万の赤字である。令和５年度は法人に
７千９百万円程助成している。

〈次ページへ続く〉

②特別養護老人ホームの町営化の経緯と課題（中頓別町）
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　猿払村は日本最北の村で、昨年開村１００周
年を迎えた。人口は９月末現在 2,624人で、う
ち外国人は211人であり中国、ベトナム、イン
ドネシアからの加工場の特定技能実習生が殆ど
である。
　令和２年の国勢調査では、就業者の52％が
漁業・水産加工業と農業であり、若者が多く、
高齢化率は24.1％で北海道では下から２番目と
なっており、合計特殊出生率は2.16である。

　外国人実習生の内訳は、水産加工場194人
でベトナム人103人、中国人80人、インドネ
シア人11人。その他酪農関係で７人の内２人が
ベトナム人である。
　ベトナム人の実習生に対し国際交流員２人を
ＪＥＴプログラムにより３年前から派遣しても
らっている。
　中国人実習生については、村内の国際交流
事業協同組合が管理し、技能実習生だった方
が結婚し、組合に従事し対応している。
　酪農実習生は酪農家個人が斡旋企業に依頼
し受入れている。
　中小企業者、水産業者、農業者等が従業員
や実習生の居住のため、一戸建て住宅や集合住
宅を建設する場合一戸当たり200万円、１棟当
たり２千万円を上限に建設奨励金を交付してい
る。
　国際交流員は１年更新で最高５年間在職でき

る。報酬の額は決められており、活動費も含め
１人当たり640万円が地方交付税として入って
いる。業務としては、ごみ分別カレンダーや生
活ガイドブック等のベトナム語への翻訳や日本
語教室、生活相談、来村時の役場での様々な
手続きや、病気の加療の際などのサポートをし
ている。
　ベトナム人同士の交流及び村民との交流とし
て国際交流員が、ベトナム人コミュニティという
フェイスブックを作って猿払村のニュースや村の
知識等を掲載し周知しており、年１回ベトナムの
旧正月に皆に集まってもらい交流会を開催して
いる。
　また、村民にベトナムの文化を知ってもらうた
め、村民文化祭や役場で展示を行ったり、ベト
ナム料理教室の開催、観光祭りでベトナム料理
の販売やベトナム舞踊の披露をしている。
　技能実習生の住居は、漁組や加工会社が宿
舎を建てており、その他に空き家を直したりし
ているが、村内に空き家がない状況になってい
る。
　買い物等の移動には自転車を使用しており、
来村した時にオリエンテーションを行い日本で
のマナー等を教えているため、皆ヘルメットを
着用しマナーを守っている。

③外国人研修生の受入れと課題等について（猿払村）
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議会の主な動き ( 令和 6 年 11 月～令和 7 年 1 月）

11月
8 日 第７回遠別町議会（臨時会）

第７回議会全員協議会

27日 第４回議会運営委員会

12～
14日 第 68回町村議会議長全国大会

12 月
13 日 第８回遠別町議会（定例会）

第８回議会全員協議会

1月
6 日 遠別町新年交礼会

7日 遠別町消防団出初式

9日 第１回議会全員協議会
第１回議会報発行特別委員会

12日 遠別町 20歳を祝う会

17日 遠別商工会新年宴会

27日 第２回議会全員協議会

28日 第２回議会報発行特別委員会

あとがき（白井副委員長）

　記録的な猛暑となった昨年夏、全国各地で真夏日、猛暑日も過去最多を更新し、猛暑のせいでは
ないだろうが熊も各地で出没して人を襲うなどの被害が多発。これも地球温暖化によ
る気象変動や自然環境の変化によるものなのか分らない。
　我が家で家庭菜園での暑さ対策で作物に遮熱シートをかけたり、品種が暑さに強い
とされるものに変えたりと、思いつく事はやってみた。おかげで昨年よりは収穫がで
きたように思う。
　23 年春から24年春まで続いた南米ペルー沖の海面水温が高まるエ
ルニーニョ現象が世界全体の気温や海面水温上昇の異常の一因になった
と分析されている。今年度、1月早々降雪量の多さには先を思いやられ
ることが悩ましい。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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